
これからの産学官連携コーディネーター育成について（構想案）

育成 → 暗黙知の継承＋新価値創造力強化 育成 → 形式知の標準化・継承

背 景

○これまでの各種施策の結果、大学においてコーディネート活動の必要性は浸透し、定着しつつあるが、大学のコーディネーターには即戦力への期待
等から企業ＯＢ等シニア層が多く、業務運営もＣＤ本人のネットワーク、経験値に依存する領域が大きい。
大学におけるコーディネート人材育成は十分と言えず、中長期的に活躍する若手コーディネーターの育成が不可欠。 暗黙知の継承

○また、イノベーション創出の高度化のためには、これまでの知見等の継承とともに、関係機関からの情報収集・分析等を通じたニーズ・シーズ探索力
の強化等、若手コーディネーターによるコーディネート活動の高度化を図る必要。 新価値創造力強化

○更に、コーディネート活動による産学官連携の進展を目指すためには、コーディネーターが全体として専門性を高めステップアップしていく仕組みの確
立など、コーディネート人材の育成・機能強化のための実効性のある取組（人材育成ツールの標準化等）が必要。 形式知の標準化・継承

地方自治体

近隣大学等

◆コーディネート人材の能力向上、流動化
◆若手・女性コーディネーター育成
◆コーディネーター職の確立

○コーディネート人材育成ツールの標準化等を進め、コーディネート活
動の安定的実施、品質向上を推進する必要。

★シニア層ＣＤが中心となって、若手ＣＤを育成。
★関係機関の知見の収集・分析等を通じたニーズ・
シーズ探索力の強化等、コーディネート活動の高
度化につなげる。

企業等

金融機関

★研修プログラム開発・整備、能力認定の仕組みの検討・整備
★全国規模ネットワーク構築 ★メンター・講師派遣
★ニーズ・シーズの共有化システム開発・整備・管理
★全国的な人材共有システムの開発・整備・管理
★卓越したコーディネート活動の表彰 等

育成

総括コーディネーター

全国ﾈｯﾄﾜｰｸ

連携

イノベーション創出の高度化

知見

○今後の大学における産学官連携活動、イノベーション創出を支えるため、一
定期間で優秀なシニア層の具体的なノウハウやスキルを、シニアと若手コー
ディネーターの協働等により継承。

○イノベーション創出高度化のため、ニーズ・シーズ探索力の強化等コーディ
ネート活動の高度化を図る必要。
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